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論文題目

Clinical application of serum soluble CD30 levels as a biomarker of adult T-cellleukemia/lymphoma 

(血清中可溶性CD30レベルの成人T細胞白血病・リンパ腫バイオマーカーとしての臨床応用)

成人T細胞白血病・リンパ腫(ATLL)は成熟T細胞の腫蕩で、急J性型と診断された壱、者の生存期間中

央値はほぼ l年とされ、極めて予後不良の疾患である。申請者は、可溶性CD30(sCD30)に注目し、

患者の治療反応性の評価における有用性について、可溶性IL-2受容体 (sIL-2R) と比較した。

対象は、2005年9月から 2010年 12月まで国立病院機構熊本医療センターを受診したATLL患者で、

32例については、化学療法開始前あるいは胃切除前に sCD30および sIL-2Rを測定した。また、同種

造血幹細胞移植例 24例については移植前に sCD30および sIL-2Rを測定した。これらの患者について

2年間のフォローアップを行い、それぞれのグループ。について、治療前の sCD30および sIL-2Rの血

中レベルと予後との相関を検証した。

その結果、化学療法あるいは胃切除施行例では、治療前の sIL-2R値が 5500U/ml以上の症例で、

5500U/ml未満の症例に比べて有意に予後不良で、あった。同様に、 sCD30値が 140U/ml以上の症例で、は

140U/ml未満の症例に比べて有意に予後不良で、あった。末梢血中の ATL細胞の割合が 5%未満の症例

と5%以上のグループに分けると、 sIL-2R値に差異はみられなかったが、 sCD30値は 5%以上のグルー

プで有意に高値であった。同種造血幹細胞移植例では、移植前の sIL-2R値が 16000U/ml以上の症例

およびsCD30値が 170U/ml以上の症例において、有意に予後不良で、あった。移植後 100日以内の死亡

例を解析すると、 sIL-2Rに比べ sCD30高値の患者が多く、 sCD30が 170U/ml以上およびCRPO.15mg/dl 

以上の場合に早期死亡例が多かった。以上から、申請者は治療前の sCD30の測定は ATLL患者の予後

予測に有用で、移植前の sCD30が170U/ml以上およびCRPがO.15mg/dl以上の患者では同種造血幹細

胞移植の適用は慎重であるべきだと結論した。

審査では、1)sCD30が由来する細胞について、 2)CD30を切断する酵素である adisintegrin and 

metalloproteinase(ADAM)10および ADAM17の由来について、 3)sCD30とsIL-2Rの血中半減期につい

ての検討の有無、 4)ATLLの診断方法について、 5)予後良好で、あった sCD30低値群と sIL-2R低値群の

患者の一致率について、 6)末梢血中の ATL細胞の割合を 5弘未満と 5弘以上のグループ。に分けた理由、

7)化学療法群と同種造血幹細胞移植群でcutoff値が異なる理由、8)CRP値と死因との関連について、

9)リンパ節中の ATL細胞から CD30が遊離する可能性とその程度について等について質問がなされ、

申請者から概ね適切な回答と考察がなされた。

本研究は治療前の sCD30の測定が ATLL患者の治療反応性の評価に有用である可能性を示した点で、

学位に値する研究と評価した。
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